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集
ま
る
こ
と
が
、 

次
の
運
動
に
つ
な
が
る 

 

中
央
委
員
会
を
終
え
て
、「
情
勢
と
組
合
の

が
ん
ば
り
ど
こ
ろ
が
よ
く
わ
か
る
、
い
い
集

会
だ
っ
た
。
こ
れ
か
ら
の
宗
谷
の
教
育
を
発

展
さ
せ
る
に
も
、
組
合
の
役
割
は
大
き
い
と

改
め
て
感
じ
た
。」と
い
う
感
想
を
ベ
テ
ラ
ン

の
先
生
か
ら
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

議
長
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
か
ら
も
、「
組

合
の
集
ま
り
、
来
る
前
は
億
劫
。
で
も
、
来

て
み
れ
ば
元
気
出
る
」
と
い
う
感
想
が
述
べ

ら
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
う
し
て
集
ま
っ
て
み 

て
感
じ
る
こ

と
・
考
え
た
こ

と
を
、
ど
ん
ど

ん
広
め
て
い

き
た
い
と
感

じ
ま
す
。 

民
主
的
学
校
づ
く
り
の
取
り
組
み 

今
年
、
宗
谷
教
組
と
し
て
意
識
し
て
い
る

民
主
的
学
校
づ
く
り
。
お
の
ず
と
、
各
支
部

の
発
言
で
も
こ
の
観
点
に
つ
い
て
も
の
が
多

く
あ
り
ま
し
た
。
ど
の
発
言
に
も
共
通
し
て

い
る
も
の
は
、「
支
部
の
現
状
を
土
台
に
、
末

長
く
続
い
て
い
く
取
り
組
み
に
し
た
い
」
と

い
う
願
い
で
す
。
早
い
支
部
で
は
、
具
体
的

な
運
動
に
展
開
し
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま

す
。
利
尻
支
部
や
稚
内
支
部
の
教
育
講
座
運

動
や
、
猿
払
支
部
の
働
き
方
に
つ
い
て
考
え

る
取
り
組
み
な
ど
、
他
支
部
の
取
り
組
み
を

激
励
す
る
も
の
も
多
く
あ
り
ま
し
た
。 

 分
会
活
動
の
意
義 

  

異
口
同
音
に
、
組
合
活
動
に
集
う
こ
と
の

大
変
さ
や
、
そ
の
反
面
で
の
大
切
さ
に
つ
い

て
語
ら
れ
ま
し
た
。 

「
一
人
一
人
が
自
分
の
時
間
に
都
合
を
つ

け
て
、
中
央
委
員
会
に
集
っ
て
い
る
。
修
学

旅
行
翌
日
だ
っ
た
り
、
今
朝
ま
で
お
泊
り
レ

ク
を
し
て
か
け
つ
け
た
先
生
も
い
る
」 

「
顔
を
合
わ
せ
て
、
話
す
こ
と
が
大
事
だ
と

支
部
会
議
を
開
い
て
み
て
感
じ
る
」 

 

ま
た
、
こ
れ
か
ら
に
向
け
て
ど
ん
な
取
り

組
み
に
し
た
ら
い
い
か
と
計
画
を
練
っ
て
い

る
支
部
も
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。「
ひ
と
り
ひ

と
り
の
そ
ば
で
組
合
が
動
い
て
い
る
」
と
い

う
こ
と
を
感
じ
る
取
り
組
み
に
な
っ
て
き
ま

し
た
。 

今年も合同教研が１１月５日～６日に江別市で
行われます。ぜひ同封のチラシをご覧の上参加を検

討し合いましょう。「テーマ討論」があります。毎年、

その時のタイムリーな話題について、シンポジウム

形式でパネラー・フロアーともに学び合います。 

今年のテーマ討論 

①18歳選挙権実現～あらためて問う「主権者教
育」をどのようにすすめるか～ 

②特別支援教育１０年～学び・生活を支える「つ
ながり」とは～ 

③今、道徳教育に問われているものは～道徳教育
の現実と「道徳の教科化」をめぐって～ 

④学校、地域で「アイヌ民族」はどう教えられて
いるのか～遺骨返還の意義を考える～ 

☆若者学習交流企画 
みんなで学ぼう、語ろう「楽しい授業・教師の生
きがい」 

「レポート持って参加します！」と各支部に申

し込みをされた方には、研修資金として旅費をち

ょっとだけ多めに支給します。詳しくは各支部ま

たは宗谷教組本部まで！ 

 

９
月
３
日
に
、
宗
谷
教
組
第
五
〇
回
中
央
委
員
会
を
行
い
ま
し
た
。
役
員
・
代
議
員
合
わ
せ
て 

 
五
〇
名
近
く
が
集
う
機
会
と
な
り
ま
し
た
。 

こ
れ
ま
で
半
年
間
の
教
職
員
組
合
運
動
を
振
り
返
る
機
会
と
し
て
、
中
央
委
員
会
は
有
意
義
な
時

間
と
な
り
ま
す
。
各
支
部
・
専
門
部
か
ら
の
発
言
「
討
論
」
で
は
、
一
四
本
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。 

宗谷教職員組合 
 
〒  稚内市緑２丁目４－２１ 宗谷教育会館 

 

「宗谷情報」 Ｎｏ．８ 平成２８年９月２０日発行 
発行責任者：髙 一伸 

毎年、宗谷教職員組合では期限付の先生方を対象に、教員採用試験

対策を実施しています。 

中央委員会でも臨教部として発言がありましたが、北海道の場合、

実質的に年齢制限がなくなり受験できる範囲が拡大しました。また、

試験内容も多岐にわたることから、期限付の先生方からは「直前の対

策だけでは時間が足りない」という声も聞こえます。 

そこで、来年夏の教員採用試験対策として、１０月から月に一度、

「いい先生になりたい」という願いに応える学習会を行います。 

◆今年の試験結果が出るのは、１０月１８日頃です。結果が出てから宣伝しても遅いの
で、今から日程はおしらせします。 

 

ねらい ◆教員採用試験対策の学習を集団的に行う 
     ・一般教養、教職教養などの練習問題をします。 

    ◆民主的な教育実践から「いい先生ってなんだろう」
って考えられる機会にする。 

     ・教育実践レポートなどから、実例をもとに学びます。 
 
学習会 月に一度のペースで 2016 年 10 月から 2017 年３月まで行う。 
 
対 象 ・基本的には期限付の先生方 
    （一般の先生方も参加可能です） 

１回目の学習会は… 

１０月２９日（土）１７：３０～19:00 
宗谷教育会館にて 
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「読みを深め、豊かに表現する子どもの育成～国

語科における言語活動を通して」を研究主題に、子

どもたちの現状をもとに日常的に取り組めること

を意識した授業づくりを、３学級公開します。 

 

 

 

 

「体力向上を目指した体育授業づくり」を研究テ

ーマとして、２年生体育・バレーボールの授業を公

開します。エサシステムという体力アップトレー

ニングを導入する授業です。 

 

 

 

「生徒一人ひとりの確かな学力の向上を目指した

指導方法の工夫～ペア学習・グループ学習と予習

を生かした意欲の向上を中心に～」を研究主題に、

国・社・数・理・英・美と特別支援学級の全学級が

公開します。どの授業もペア活動やグループ学習

の工夫をしています。 

枝幸小学校は、今年度開催される管内教

育研究大会の会場校として、職員全員で力

を合わせて取り組んでいます。 

枝幸小学校の研究主題は『学習の楽しさを実感し，主体的に学ぶ子

の育成～基礎基本から活用へ』のもと、算数科を窓口に研究を進めて

います。昨年度で研究計画の３年を終え、今年度は研究の成果を発表

する４年目として、更なる研究を進めています。 

枝幸小学校は４つの授業を公開します。各授業者の先生から一言い

ただきました。１年生の授業は村田優佳先生「初めての研究授業でド

キドキの１年生。元気いっぱいがんばります！」４年生の授業は佐藤

仁美先生「毎日、算数と格闘中の子どもたち！！当日も一生懸命がん

ばります。」５年の授業は飯田ユミ先生「苦手だけれど、がんばってい

る子どもの姿を見に来てください。」特別支援学級の授業は遠藤ルミ

先生「管内からたくさんの先生方が来られるので緊張していますが、

がんばりたいと思います。」 

管内研に参加される先生方には授業を見て、たくさん話し合ってい

ただき、枝幸小学校としてはもちろん、参加いただいた先生方の今後

の指導の改善に役立ててもらえるとうれしいです。 

当日、お待ちしています。 

 

 
今年も管内研が行われる時期となりました。これまで稚内での開催でしたが、今年は枝幸町での開催。稚内以外

の町村での開催にも関わらず、５００名近い参加が見込まれるそうです。宗谷教職員組合では、枝幸支部のご協力

のもと、管内研に臨む各学校の様子をまとめました。枝幸の先生方の奮闘をみんなで激励しましょう。 

 

本校では毎週授業研究を行ってきました。 

管内研まで３週間を切ったこともあり、指

導案作成の詰めの作業を全職員で行っているところです。授業者の先

生も良い緊張感を持って臨みたいと言われていました。 

大会を前にいよいよ模擬授業に入っていきます。落ち

がないように全職員が一致団結して管内研に臨みたい

と考えています。 

この記事は、枝幸支部のご協力で執筆しました。 
枝小・問牧小分会のみなさんからは文章を、枝幸南・枝中・

目梨泊小分会からは実行委員会ニュースを寄せていただき
ました。 

私が組合に加入してから 25年が過ぎようとしています。 

最初の決め手は、教員になって右も左もわからない中で、「教

師としての力量をつけよう。」「実践で困ったことがあったら力

になる。」ということでした。組合活動といえば、権利行使のた

めに闘うというイメージがあったので敬遠していたところでし

たが・・・子どもの指導について困ったことや職場の中のことで

の悩み等、学校の職場の一員として相談に乗ってもらったと思

うこともありますが、組合に入っていたからこそ、信頼して話

したり、聞いたりできたと思います。 

組合に入って、これまで本当にたくさんの経験、学びをさせ

ていただきました。一番の思い出は、青年部時代の「若者の集

い、飛び出せ道外！」で、坂本先生のご自宅訪問や埼玉教組、佐

賀県教組、高知教組など、全国の方々との出会いです。このよう

な貴重な体験をさせていただいたのも組合に入って仲間ととも

に活動してきたからだと思います。 

また、宗谷教組の諸先輩方から、学校づくりや職場づくり、教

育実践等、たくさんのことを学んできたと思います。今、自分が

その年齢に達していますが、なかなかそんな姿になっていない

なぁ・・・と猛省する毎日です。 

「組合は関係ないよ」という職場も宗谷には多々ありますが、

その基礎は、これまでの宗谷教組の諸先輩から受け継がれてい

るんだろうと強く思います。仲間の大切さ、協働の大切さを知

っている宗谷教組だからこそ、組合や立場を越えた関係をつく

れるだろうと思っています。 

今になってみると、組合に入っていなければ、どこかで教員

を辞めていたかもしれない・・・その思いで組合活動を続けてい

く決意ができたのを思い出します。 

これからも私の教員生活の土台には宗谷教組がある・・・と思

っています。         【枝幸支部書記長・嶋崎 健一】 

 


